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の
は
、
非
常
勤
職
員
の
道
家
慶
子
さ
ん
、

学
科
卒
業
生
の
川
辺
太
郎
さ
ん
、
お
よ

び
当
時
の
吉
永
ゼ
ミ
の
学
生
た
ち
だ
。

の
地
図

【冊
子
】

ｌ
都
市

・
文
化
財

・
町
並
み
に
関
す
る

も
の

，
毛
象
境
行
政

・
自
然
保
護
に
関
す
る
も

は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
資
料
や
報
告
書
等

こ
う
し
て
見
る
と
、
本
原
先
生
が
環

境
に
関
す
る
幅
広

い
ト
ビ

ッ
ク
に
携
わ

っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
本
や
資
料
が

あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
国
立
公
園
研
究

所

の
Ｈ
Ｐ

（軍
ご
∽̈
ヽ
ヽ
ヨ
ヨ
ヨ
＆
〇
”
”
薫
”
‐

Ｆ
”
ｏ・し
ヽ
ご
２
澤
て
ヽ
も
”
『序
‐
『ｏ
∽ｏ
”
８
●
ヽ
）
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
リ
ス
ト
を
参
照
し
て
ほ

し
い
。
多
く
の
も
の
は
市
販
さ
れ
て
い
た

り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
配
布
さ
れ
た
り
し

た
も
の
な
の
で
、
こ
こ
で
は
解
説
を
加
え

な
い
。
む
し
ろ
木
原
文
庫
な
ら
で
は
の
資

料
を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
。

ｍ
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク

（写
真
１
）

朝
日
新
聞
社
に
入
社
後
、
盛
岡
支
社

に
配
属
さ
れ
、
そ
こ
で
関
わ

っ
た
小
繋

事
件

の
記
事
が
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ

ッ
ク
の

ス
タ
ー
ト
に
貼
ら
れ
て
い
る
。
本
原
文

庫

に
残
さ

れ
て

い
る

二
十
冊
近

い
ス
ク
ラ

ッ
プ
ブ

ッ

ク
を
見
る

と
、
公
害

ア
セ
ス
、

農
薬
、
鳥

獣
保
護
、
環
境
基
本
法
、
環
境
庁
、
町

並
み
な
ど
関
わ
り
の
あ
る
記
事
が
所
狭

し
と
貼
ら
れ
て
い
る
。
長
年
に
わ
た

っ

て
自
宅
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
ス
ク
ラ

ッ
プ
ブ
ッ
ク
を
あ
け
る
と
赤
茶
け
た
記

事
と
と
も
に
特
有
の
匂

い
が
し
て
、
年

月
の
流
れ
を
感
じ
る
。

木
原
先

生
が
旧
制

第
七
高
等

学
校

（七

高
）
時
か

ら
東
大
法

学
部
時
代

に
使

っ
て

い
た
ノ
ー

卜
。
哲
学
や
倫
理
、
政
治
史
な
ど
二
十

数
冊
が
残
さ
れ
て
い
る
。
中
を
開
く
と
、

ｍ
里
山

・
風
景

。
生
態
系

・
自
然
保
護

⑫
文
化

一
般

（歴
史

・
文
学
等
）

び

っ
し
り
と
細
く
て
丁
寧
な
字
で
ペ
ー

ジ
が
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
話
し
言

葉
で
書
き
記
さ
れ
て
い
る
部
分
も
見
ら

れ
、
授
業
中
に
先
生
が
話
し
た
こ
と
を

す
べ
て
書
き
留
め
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
想
像
す
る
。

倒
手
書
き
資
料

（写
真
３
）

代
の
字
と
う

っ
て
か
わ

っ
て
、
新
聞
記

者
時
代
に
培
わ
れ
た
速
書
き
の
文
字
。

メ
モ
に
至

っ
て
は
、
ほ
と
ん
ど
読
む
こ

と
が
困
難
だ
が
、
こ
れ
を
基
に
相
手
に

説
明
を
し
た
り
、
講
演
に
臨
ん
だ
り
し

た
の
だ
ろ
う
。

真
　
　
最
後
に
、
私
自
身
が
作
業
の
中
で
木

写
　
原
文
庫
の
恩
恵
を
う
け
た
こ
と
を
記
し

て
お
き
た
い
。
整
理
を
し
て
い
る
と
き

に
、　
一
冊
の
本
が
目
に
留
ま

っ
た
。
大

か
ら
北
海
道
ま
で
）

②
海
外
に
関
す
る
も
の

（
ア
メ
リ
ヵ
、

イ
ギ
リ
ス
、
ア
ジ
ア
、
そ
の
他
）

の
科
学
研
究
費
に
関
す
る
も
の

谷
幸
夫

『空
地

（く
う
ち
）
の
思
想
』

（北
斗
出
版
）
と

い
う
本
で
あ
る
。
目

次
を
見
て
内
容
を
ば
ら
ば
ら
と
眺
め
た

と
こ
ろ
、
こ
れ
は
読
む
べ
き
本
だ
と
思

っ
た
。　
一
九
七
九
年
刊
行
で
現
在
は
絶

版
だ
が
、
ネ

ッ
ト
か
ら
古
本
で
購
入
し

て
き
ち
ん
と
読
ん
だ
と
こ
ろ
、
都
市
の

な
か
の
自
然
を
考
え
る
上
で
示
唆
に
富

み
、
ま
た
現
在
で
も
通
用
す
る
指
摘
を

数
多
く
行

っ
て
い
る
名
著
だ

つ
た
。
そ

の
後
書

い
た
拙
論

「
都
市
に

「
緑
地
」

は
な
ぜ
必
要
か
―

‐
「市
街
化
調
整
区

域
」
を
真
面
目
に
考
え
る
」
（軍
じ
∽̈
ヽ
ヽ

∽Ч
●
ｏ
ら
ｏ
∽
む
ヽ
∽ｃ
ａ
①
一ヽ

い
ｏ
ヽ
ま
）

の

な

か
で
も
引
用
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
木

原
文
庫
に
は

「掘
り
出
し
物
」
が
含
ま

れ
て
い
る
。
国
立
公
園
研
究
所
の
リ
ス

ト
を
参
照
し
、
閲
覧

・
貸
借
を
希
望
す

る
場
合
に
は
国
立
公
園
研
究
所
ま
で
ご

一
報

い
た
だ
き
た
い
。

＊
本
稿
執
筆
に
あ
た

つ
て
は
道
家
慶
子
さ
ん
に
脇

力
を

い
た
だ

い
た
。
道
家
さ
ん
に
感
謝
し
た

い
っ

吉
永
　
明
弘
●
よ
し
な
が
　
あ
き
ひ
ろ

千
葉
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
修

了
。
博
士

（学
術
）。
江
戸
川
大
学
社
会
学

部
現
代
社
会
学
科
准
教
授
を
経
て
、
現
在
は

法
政
大
学
人
間
環
境
学
部
教
授
。
専
門
は
環

境
倫
理
学
。
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ル

・
ト
ラ
ス
ト
論
」
と
い
う
科
目
を
つ

く
ら
れ
た
。
ま
た
木
原
先
生
は
、
公
益

社
団
法
人
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ト
ラ
ス

ト
協
会
や
全
国
歴
史
的
風
土
保
存
連
盟

木
原
文

庫
に
は
記

者
時
代
以

降
の
手
書

き
の
メ
モ

や
原
稿
が

残

っ
て
い

る
。
高
校

や
大
学
時

お
わ
り
に

．

１２１
七
高
時
代

。
東
大
時
代
の
ノ
ー
ト

（写
真
２
）
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